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住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
・
家
計
応
援

事
業

　

物
価
高
騰
等
に
よ
り
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の
支
援
及
び
コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち

込
む
地
域
経
済
の
回
復
を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
限
定
の
商
品
券
（
み
や
ま
家
計

応
援
商
品
券
）
5
万
円
分
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。 5

6
7
7
万
円

農
業
経
営
継
続
支
援（
肥
料
高
騰
緊
急
対
策
事
業
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
に
伴
う
肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る

農
業
経
営
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
価
格
高
騰
分
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る

国
の
肥
料
高
騰
対
策
に
上
乗
せ
し
て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

4
3
2
0
万
円

漁
業
経
営
継
続
支
援（
原
油
価
格
高
騰
対
策
事
業
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
の
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
漁
業
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
価
格
高
騰
分
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

2
3
0
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
策

　

臨
時
第
3
回
市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
支
援
策
（
が
ん
ば
り
グ
ッ

チ
ョ
・
全
力
応
援
事
業
・
第
3
弾
）
と
し
て
提
案

さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
案
1
件
を
審
議

し
、
可
決
し
ま
し
た
。 会

期
　
7
月
29
日（
1
日
間
）　

詳しくはこちら↓

臨
時
第
3
回
市
議
会

新型コロナ感染症対策費を可決
̶ 7月の臨時会で決まったことから主なものをとりあげます。̶

一
般
会
計
補
正
予
算
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
感
染
症
対
策
事
業

　
1
億
6
6
2
3
万
7
千
円
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
市
民
や
事
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
地
域
経
済

の
回
復
・
活
性
化
を
支
援
す
る
た
め
、
市
内
限
定
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を

追
加
発
行
す
る
も
の
で
す
。〈
発
行
額
1
億
円
〉

　

・
申
込
期
間　

ペ
ー
パ
ー　

9
月
1
日
〜
9
月
8
日

　
　
　
　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル　

10
月
1
日
〜
販
売
額
に
達
し
次
第
終
了

1
8
5
0
万
円

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
推
進
さ
れ
る
な
か
、
地
域
公
共

交
通
の
機
能
強
化
及
び
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
路
線
バ
ス
に
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

4
0
9
万
円

児
童
生
徒
学
習
環
境
整
備
事
業

　

学
校
の
感
染
対
策
及
び
熱
中
症
対
策
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

4
9
8
万
円

教
育
・
文
化
施
設
感
染
防
止
対
策
事
業

　

各
小
中
学
校
及
び
市
立
図
書
館
の

更
な
る
感
染
防
止
対
策
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
や
市
民
が
安
心

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を

進
め
る
も
の
で
す
。

2
0
4
0
万
円

市
内
中
小
企
業
者
支
援（
経
営
力
向
上
応
援
事
業
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を
乗
り
越
え
る
た
め
、

販
路
開
拓
や
経
営
革
新
に
取
り
組
む
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

6
0
0
万
円

保
育
所
等
給
食
・
食
材
高
騰
助
成
事
業

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
円
安
の
進
行
等

に
よ
っ
て
保
育
所
等
の
給
食
食
材
価
格

が
高
騰
し
て
お
り
、
食
材
の
質
の
低
下

防
止
や
保
護
者
の
給
食
費
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
価
格
上
昇
分
に
対
し

助
成
す
る
も
の
で
す
。

1
0
0
0
万
円
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こんなことが決まりました
̶定例第3回市議会で決まったことから主なものをとりあげます。̶

一　般　会　計
7億6433万2千円を追加し
総額 226億442万3千円

介護保険事業特別会計
3322万2千円を追加し
総額 50億6466万8千円

◆
令
和
4
年
度
　
補
正
予
算
◆一般会計補正予算の財源

○国庫支出金
○県支出金
○繰越金
○市債

2億4799万2千円
2864万8千円

4億6589万2千円
2180万円

　

定
例
第
3
回
市
議
会
で
は
、
令
和
4
年
度
補
正

予
算
な
ど
議
案
6
件
、
認
定
7
件
、
請
願
2
件
、

発
議
2
件
、
報
告
1
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
・

認
定
・
採
択
し
ま
し
た
。

会
期
　
9
月
2
日
〜
9
月
16
日（
15
日
間
）　

詳しくはこちら↓

定
例
第
3
回
市
議
会

財
政
調
整
基
金
積
立
金

　

地
方
財
政
法
に
よ
る
前
年
度
剰
余
金
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の

で
す
。

4
億
5
0
0
0
万
円

障
が
い
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
費

　

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
費
や
児
童
発
達
支
援
サ
ー
ビ
ス
費
等
が
増
加
す
る
見
込

み
の
た
め
、
不
足
分
を
追
加
補
正
す
る
も
の
で
す
。

5
2
6
4
万
8
千
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
体
制

確
保
業
務
委
託
料

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
に

対
応
す
る
た
め
、
接
種
委
託
料
及
び
予
約
受
付
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
等
委
託

料
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

9
6
7
8
万
2
千
円

一
般
会
計
補
正
予
算
　
歳
出
の
主
な
も
の
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防
火
水
槽
設
置
工
事
費

　

令
和
3
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政
の
健
全
化
審
査
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
是
正
改
善
を
要
す
る
事
項
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

報  

告

　

認
定
に
つ
い
て
は
、
令
和
3
年
度
の
決
算
審
査
に
関
す
る
内
容
で
す
の
で

詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

認  

定

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
た
め
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

※
関
連
記
事
14
ペ
ー
ジ

委
員
会
の
設
置

請  

願

ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数

改
善
を
は
か
る
た
め
の
、2
0
2
3
年
度

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
請
願

職
業
差
別
や
偏
見
等
の
根
絶
を
求
め
る

請
願

省
エ
ネ
園
芸
農
業
緊
急
支
援
事
業
補
助
金

　

施
設
園
芸
農
家
で
、
新
技
術
に
対
応
し
た
省
エ
ネ
機
械
（
ナ
ス
の
炭
酸
ガ
ス
局

所
供
給
シ
ス
テ
ム
）
導
入
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

4
6
3
万
6
千
円

　

消
防
水
利
を
確
保
し
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
防
火
水
槽
を
新
設

す
る
も
の
で
す
。（
瀬
高
町
本
郷
地
区
）

1
2
0
0
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
関
連
予
算

（
が
ん
ば
り
グ
ッ
チ
ョ
・
全
力
応
援
事
業
・
第
4
弾
）

○
地
域
医
療
福
祉
事
業
所
継
続
応
援
金

○
農
業
経
営
継
続
支
援

○
畜
産
業
経
営
継
続
支
援

○
運
送
事
業
者
事
業
継
続
支
援

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成
事
業

○
修
学
旅
行
等
キ
ャ
ン
セ
ル
料
助
成
事
業

○
山
川
市
民
セ
ン
タ
ー
空
調
整
備
事
業

○
Ｗ
ⅰ
Ｆ
ⅰ
設
備
設
置
事
業

○
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
用
撮
影
機
器
購
入
事
業

○
そ
の
他
感
染
症
対
策
事
業

1
億
2
0
2
4
万
円

※
第
4
弾
に
つ
い
て
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
確
認
下
さ
い
。↓

※
す
べ
て
の
議
案
名
と
審
議
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

3
6
0
0
万
円

3
2
0
0
万
円

1
6
9
万
円

1
5
0
0
万
円

9
1
6
万
円

2
1
0
万
円

2
0
0
0
万
円

93
万
円

77
万
円

2
5
9
万
円

国
へ
意
見
書
を
提
出

採
択

決
議
を
可
決

※
詳
し
く
は
14
ペ
ー
ジ

採
択
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、令
和

3
年
度
一
般
会
計
決
算
・
各
特

別
会
計
決
算
・
上
水
道
事
業

剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
・

下
水
道
事
業
決
算
の
全
7
件

で
す
。

　

9
月
8
日
・
9
日
・
15
日
に

14
名
の
議
員
で
構
成
す
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
と
、12

日
・
13
日
・
14
日
に
は
各
常
任

委
員
会
で
構
成
す
る
分
科
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

予
算
の
執
行
状
況
や
行
政

効
果
な
ど
、当
該
年
度
限
り

で
は
な
く
将
来
の
展
望
に
立

っ
た
総
合
的
な
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

令和3年度　一般会計　決算状況

令和3年度  各会計決算状況
歳　入（収入） 歳　出（支出） 収支の差額

※は翌年度繰越財源を差し引いています。また全体として千円以下切り捨てで計算しているため合計の金額は一致しない所もあります。

58億1268万円

6億6914万円

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業
・介護保険事業勘定
・介護サービス事業勘定

一般会計及び特別会計　合　計

合　　　　計

特 

別 

会 

計

歳入決算額
歳出決算額
翌年度繰越財源
実質収支額

259億  916万6千円
249億    40万6千円
2億  504万7千円
8億  371万2千円 

（前年比 4.4％減）

（前年比 5.5％減）

（前年比 34.4％増）

令和3年度決算をチェック

決算審査
特別委員会

税金の使い道を確認しました

54億1959万円

6億6704万円

48億4103万円
1246万円

51億2998万円
2265万円

3億9309万円

209万円

116億3455万円 109億4013万円 6億9442万円

375億4372万円 358億4053万円 ※14億9814万円

8万円用地 0円 8万円

2億8895万円
1019万円

上水道事業会計　・収益的収支
　　　　　　　　・資本的収支

4億8798万円
3億6123万円

5億6056万円
1億4446万円

7257万円
△2億1676万円

下水道事業会計　・収益的収支
　　　　　　　　・資本的収支

6億5980万円
5億3302万円

6億7878万円
4億3497万円

1898万円
△9805万円
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●

決
算
の
状
況
及
び
決
算
審
査
特
別

委
員
会
の
指
摘
事
項
を
踏
ま
え
、

適
正
な
予
算
編
成
に
努
め
る
こ
と

●

予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
不

用
額
の
減
少
に
努
め
、
引
き
続
き

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と

●

決
算
に
係
る
主
要
な
施
策
の
成
果

説
明
書
に
つ
い
て
、
記
載
内
容
の

改
善
・
充
実
を
図
る
こ
と

全 

体 

的 

事 

項

一

般

会

計

●

公
共
施
設
の
管
理
委
託
等
に
つ
い

て
は
、
長
期
の
休
館
が
生
じ
る

場
合
の
委
託
料
に
つ
い
て
、
契
約

内
容
の
精
査
を
行
う
こ
と

【
農
林
水
産
・
建
設
】

●

国
・
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

農
漁
業
等
の
振
興
を
図
る
こ
と
。

併
せ
て
、
第
一
次
産
業
の
支
援
充

実
を
図
る
こ
と

●

第
一
次
産
業
の
課
題
解
決
に
向
け

て
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、
緊
密

に
連
携
す
る
こ
と

●

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

防
止
の
た
め
、
駆
除
員
の
増
員
・

育
成
を
図
る
こ
と

●

6
次
産
業
化
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
商
品
化
に
向
け
て
積
極
的
に

推
進
す
る
こ
と

【
介
護
保
険
事
業
】

●

地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
事
業
に

つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
、
市
民
の
通
い
の
場
と
し
て
拡

充
に
努
め
る
こ
と

　

以
上
、決
算
審
査
特
別
委
員
会
と

し
て
、令
和
3
年
度
一
般
会
計
決
算
・

各
特
別
会
計
決
算
・
上
水
道
事
業
剰

余
金
の
処
分
及
び
決
算
・
下
水
道
事

業
決
算
の
7
件
は
い
ず
れ
も
原
案
可

決
及
び
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

特

別

会

計

【
水
道
事
業
】

●

老
朽
化
し
た
水
道
管
の
布
設
替
え

を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と

企

業

会

計

◆議会からの指摘事項◆
◆ 

歳
入
に
つ
い
て

●

税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
努
力
が
認

め
ら
れ
る
が
、
今
後
も
不
公
平
が

生
じ
な
い
よ
う
取
組
み
の
強
化
を

図
る
こ
と

●

ふ
る
さ
と
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、

民
間
の
活
用
を
図
る
等
、
さ
ら
な

る
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る

こ
と

◆ 

歳
出
に
つ
い
て

【
総
　
務
】

●

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
足
の
確
保
の
た
め
、
多
様

な
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と

【
保
健
・
福
祉
】

●

新
型
コ
ロ
ナ
自
宅
療
養
者
等
応
援

金
の
運
用
に
お
い
て
は
、
家
庭
の

状
況
に
応
じ
た
、
き
め
細
か
な

対
応
に
努
め
る
こ
と

【
教
　
育
】

●

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
推
進
に

あ
っ
て
は
、
教
員
の
習
熟
度
を
高

め
る
よ
う
、
一
層
、
研
修
等
に
取

り
組
む
こ
と

●

公
共
施
設
に
お
い
て
洋
式
ト
イ
レ

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
施
設
に

つ
い
て
は
、
関
係
部
署
と
連
携
し
、

計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
こ
と

●

水
門
等
の
施
設
の
維
持
管
理
に

努
め
る
こ
と
。
併
せ
て
、
操
作
人

の
育
成
を
図
る
こ
と

●

災
害
復
旧
や
地
元
か
ら
の
工
事
要

望
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
と
協
議
し

な
が
ら
、
丁
寧
に
対
応
す
る
こ
と
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一
般
質
問
っ
て
・
・
・
？

　

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
市
長
等
に

対
し
、市
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
る
事

務
の
執
行
状
況
や
、将
来
に
対
す
る
方

針
等
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
い
、報
告
や

説
明
を
求
め
た
り
不
明
な
点
を
問
い
た

だ
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　

一
般
質
問
は
、定
例
会
だ
け
に
許
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、み
や
ま
市
議
会
で

は
、質
問
内
容
を
事
前
に
議
長
に
文
書

で
知
ら
せ
る「
通
告
制
」を
と
っ
て
い
ま

す
。

　

当
市
議
会
で
は
申
し
合
わ
せ
で
、質

問
時
間
は
答
弁
時
間
を
含
め
て
１
人
60

分
と
決
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、当
市
議
会
に
は
会
派
が
な
い

た
め
、会
派
を
代
表
し
て
行
う「
代
表
質

問
」は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
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河野一仁 議員

従
来
ど
お
り
農
業
者
だ
け
で

水
路
や
農
道
の
管
理
を
行
う
こ
と
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
お
り
、農

業
・
農
村
の
環
境
保
全
は
本
市
の
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
農
地
を
適
切
に
保
全
す
る

た
め
「
多
面
的
機
能
支
払
事
業
」

と「
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業
」を

推
進
し
て
お
り
、減
少
す
る
農
業
者
だ

け
で
な
く
地
域
の
方
々
と
の
協
業
に

よ
り
保
全
管
理
を
行
い
、地
域
ぐ
る
み

で
の
共
同
作
業
を
支
援
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
を
核
と
し
た
産
業
育
成
は

答
弁
／
引
き
続
き
活
性
化
に

努
め
る

イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
産
業
振
興
を

答
弁
／
道
路
網
や
公
共
交
通
網
を

活
用
す
る

古賀義敎 議員

イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
商
工
業

や
観
光
産
業
の
振
興
の
具
体
策
を
問
う
。

問

東
町
団
地
跡
地
を
活
用
し
た

問

今
の「
み
や
ま
」に
活
力
を
生

む
に
は
、人
の
流
れ
を
引
き
込
む
起

爆
剤
が
必
要
。

　

高
速
道
路
に
は
1
日
5
万
台
の
通

行
量
が
あ
り
、人
・
物
・
情
報
・
お
金
の

流
れ
が
あ
り
、そ
こ
に「
み
や
ま
」の
玄

関
を
創
り
産
業
振
興
を
図
る
べ
き
。

　

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
に
、久
山
町
に

あ
る
よ
う
な
商
業
施
設
誘
致
で
核
を

造
り
、そ
こ
で
市
内
業
者
の
育
成
を
図

る
な
ど
、高
速
道
路
を
活
用
し
た
産

業
振
興
を
ど
う
思
う
か
。

問

農
業
が
抱
え
る
多
く
の
問
題

の
中
に
、高
齢
化
・
担
い
手
不
足
、耕
作

放
棄
地
の
増
加
な
ど
が
あ
り
、そ
の
結

果
ほ
場
環
境
の
悪
化
に
大
き
く
影
響

を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
。

　

田
の
畦
や
水
路
の
雑
草
の
繁
茂
ま

た
、法
面
な
ど
の
維
持
管
理
の
対
策

は
。 問答

本
市
の
基
幹
産
業
は
農
業
で

あ
り
、農
業
振
興
は
地
域
経
済
の
土
台

と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

担
い
手
不
足
の
解
消
策
と
し
て
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
設
置
や
先

進
農
家
へ
の
研
修
を
行
い
、新
規
就
農

者
が
定
着
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い

る
。

　

ま
た
、生
産
力
の
向
上
対
策
と
し

て
機
械
導
入
を
推
進
し
、減
少
す
る

農
業
経
営
体
の
農
地
を
集
約
化
し
な

が
ら
認
定
農
業
者
や
農
業
法
人
を
支

援
し
て
い
く
。

答

雑草が生い茂る水路

高速道路を活用した事業例

産
業
団
地
の
整
備
、「
道
の
駅

み
や
ま
」を
活
か
し
た
情
報
発
信
機

能
強
化
、「
J
R
瀬
高
駅
周
辺
活
性
化

計
画
」の
具
体
化
に
取
り
組
む
。

答

市
内
の
宅
建
業
界
が
仕
事
が

で
き
る
施
策
を
考
え
る
の
が
行
政
の

仕
事
、ま
た
、市
長
の
使
命
で
も
あ
る
。

問

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
中
に

は
、
市
内
業
者
も
い
る
の
で
ぜ
ひ
進

め
た
い
。　

　

ほ
か
に
、
保
健
医
療
経
営
大
学
用

地
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答

地
価
の
下
落
な
ど
考
慮
し
、サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
結
果
で
進
め
る
。

答

高
速
道
路
の
管
理
会
社
と
相

談
も
必
要
。
今
後
検
討
す
る
。

答

若
年
世
代
の
定
住
促
進
を
図
る
場

合
、
市
有
地
は
市
民
の
大
切
な
財
産

で
あ
り
、
安
く
売
却
す
れ
ば
市
に
損

害
を
与
え
、
更
に
周
辺
の
地
価
も
下

げ
る
こ
と
に
な
る
。

農
業
を
核
と
し
た
産
業
の
創

問

出
・
育
成
は
。

一般道路

高速道路

高速自動車国道
活用施設

あ
ぜ

の
り
め
ん
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高
田
小
学
校
体
育
館
建
設
に

つ
い
て
、一
般
財
源
で
12
月
に
設
計
補

正
予
算
を
組
ん
で
、令
和
5
年
3
月

問
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
対
応
は

答
弁
／
不
具
合
は
三
者
で

協
議
し
対
応
す
る

水
道
管
の
老
朽
化
対
策
に
注
力
を

答
弁
／
更
新
需
要
を
踏
ま
え

整
備
を
行
う

村上義徳 議員

中島一博 議員

水
道
管
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い

て
は
水
道
事
業
独
自
の
収
益
で
運
営

を
継
続
し
、そ
の
収
益
で
市
内
主
要
管

の
改
修
や
布
設
替
え
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

主
要
管
の
破
損
等
が
起
き
た
場
合
、

市
内
の
水
道
利
用
世
帯
や
事
業
者
へ
の

給
水
影
響
の
み
な
ら
ず
、市
街
地
、ま

た
は
道
路
の
浸
水
や
陥
没
な
ど
イ
ン
フ

ラ
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
。そ
の
た
め
、調
査
・
布
設
替
え
の
集

中
的
年
度
の
設
定
な
ど
行
い
、み
や
ま

市
の「
水
の
安
全
保
障
」政
策
を
速
や

か
に
推
進
す
べ
き
だ
が
、市
の
見
解
は
。

問

市
民
セ
ン
タ
ー
は
6
月
20
日

に
検
査
は
済
ん
で
い
る
が
、そ
の
後
、

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
に
不
具
合
が

生
じ
た
の
は
、施
工
業
者
・
設
計
業

者
に
瑕
疵
が
あ
る
と
思
う
が
、今
後

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

問

議
員
の
皆
様
の
意
見
と
、市
民

の
声
を
聞
き
な
が
ら
今
後
、不
具
合
に

つ
い
て
は
三
者
で
協
議
し
て
対
応
し

て
い
く
。

答

保
健
医
療
経
営
大
学
跡
地
に

つ
い
て
は
、市
民
の
財
産
で
あ
り
、み

や
ま
市
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
等

が
あ
る
の
か
、15
校
区
で
説
明
す
べ

き
だ
と
思
う
が
。

問

令
和
5
年
度
の
適
切
な
時
期

に
、ぜ
ひ
市
民
の
皆
様
に
お
話
し
す
る

機
会
を
設
け
た
い
。

答

一
般
財
源
で
可
能
で
あ
る
が
、

国
庫
補
助
金
手
続
き
の
関
係
も
あ
り
、

令
和
5
年
度
に
設
計
、
令
和
6
年
度

か
ら
工
事
に
着
手
し
、
令
和
7
年
度

2
学
期
か
ら
使
用
で
き
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
で
進
め
る
。

答

高
田
町
・
山
川
町
の
み
た
ま

ま
つ
り
献
灯
式
に
な
ぜ
、ド
タ
キ
ャ

ン
さ
れ
た
の
か
。

問

み
た
ま
ま
つ
り
の
出
席
を
失

念
し
て
い
た
。

答
に
建
築
工
事
の
当
初
予
算
を
計
上
す

る
こ
と
は
可
能
か
。

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
建
設
に

つ
い
て
は
、完
成
間
際
ま
で
様
々
な
指

問

摘
が
あ
り
進
ん
で
き
た
が
、ま
だ
本
当

の
意
味
で
完
成
と
は
言
え
な
い
。ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
、多

様
な
方
々
に
安
心
し
て
利
用
い
た
だ

け
る
施
設
と
し
て
は
未
完
で
あ
る
。本

当
の
完
成
ま
で
や
り
遂
げ
る
意
思
は

あ
る
の
か
。

10月 1日開館した総合市民センター

水道主要管の布設替え

主
要
管
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、企
業
会
計
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
、経
営
努
力
を
重
ね
、今
後
20
年
で

17
億
円
を
投
入
し
調
査
検
討
を
行
い

な
が
ら
計
画
す
る
。

答

様
々
な
意
見
を
頂
戴
し
耳
を

傾
け
よ
り
良
い
施
設
に
す
る
。

答

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
設
備
点
検
を
せ
よ
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高
校
３
年
生
ま
で
「
子
ど
も

医
療
費
」
助
成
を

答
弁
／
優
先
順
位
を
含
め
て

検
討
す
る

市
長
就
任
後
４
年
間
の
実
績
と

今
後
は

答
弁
／
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

奥薗由美子 議員

みやま市の「子ども医療費」助成制度

※1 医療機関ごとの負担額です。
入院時の食事代、その他保険適用外の費用は対象外です。

乳
幼
児
お
よ
び
児
童
の
医
療

費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
支
給
す

る「
子
ど
も
医
療
費
」だ
が
、全
国
の
自

治
体
で
は
、半
数
が
中
学
3
年
生
ま

で
、約
4
割
が
高
校
3
年
生
ま
で
助

成
し
て
い
る
。

　

み
や
ま
市
で
は
、中
学
3
年
生
ま

で
助
成
し
て
い
る
が
、高
校
3
年
生
ま

で
対
象
拡
大
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

問

本
市
で
は
所
得
制
限
を
設
け

ず
、対
象
年
齢
の
方
全
員
に
医
療
証
を

交
付
し
て
い
る
。

　

今
後
、子
育
て
支
援
策
全
体
の
枠

組
み
の
中
で
、優
先
順
位
を
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

答

み
や
ま
市
の
小
中
学
生
の
通

院
負
担
額
は
、県
内
で
も
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
助
成
額
だ
が
、あ
ま
り
周
知

さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。

　

今
後
、移
住
・
定
住
を
考
え
る
子

育
て
世
代
も
含
め
、「
子
ど
も
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
ま
ち
」

問

移
住
を
検
討
す
る
際
の
参
考

に
し
て
も
ら
う
た
め
の「
移
住
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」を
発
行
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
る
。

　

移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、「
子
育

て
環
境
一
等
地
」と
銘
打
ち
、子
育
て

支
援
制
度
全
般
を
掲
載
し
、Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、移
住
・
定
住
と
い
っ
た
視
点

で
の
制
度
周
知
に
、よ
り
一
層
努
め
て

い
く
。

答

答

企業誘致で活性化が期待される産業団地

上津原　博 議員

と
の
積
極
的
な
広
報
活
動
を
し
て

は
。

西
原
市
政
を
引
き
継
ぎ
4
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。市
民
皆
さ

ん
の
期
待
は
大
変
な
も
の
が
あ
っ
た

の
で
は
と
推
察
す
る
。

　

就
任
後
み
や
ま
市
の
課
題
も
山
積

し
て
い
る
中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
あ
り
、市
長
と
し
て

や
り
た
い
事
に
つ
い
て
も
、難
し
か
っ

た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。就
任
後
、何

事
に
も
誠
心
誠
意
精
一
杯
取
り
組
ま

れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
が
、4
年
間
の

実
績
と
や
り
残
し
た
こ
と
な
ど
は
。

問

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
や
行
政
課
題
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が

協
働
し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
い

て
い
く
た
め
、
S
D
G
s
の
理
念
に

基
づ
い
た
、
将
来
の
市
の
指
針
と
な

る
「
第
2
次
み
や
ま
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
、
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

不
十
分
と
感
じ
る
こ
と
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
企
業
訪
問
が
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
企
業
側
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
企
業
活
動
へ
の
影
響
も
あ
り
、

実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
企
業
の

情
報
収
集
に
努
め
な
が
ら
、
雇
用

が
見
込
ま
れ
る
業
種
や
立
地
意
向
の

あ
る
企
業
を
中
心
に
誘
致
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
福
岡
県
保
健
環
境
研
究

所
の
移
転
誘
致
で
、
本
市
が
ワ
ン
ヘ

ル
ス
先
進
県
の
中
核
地
と
な
る
こ
と

を
目
指
す
。

対象
年齢

外来

入院

無料 600円/月 800円/月

無料 500円/日（月7日限度）

調剤 無料

出生～
3歳未満

3歳～
小学校就学前

小学1年生～
中学3年生

中学3年生まで安心！

子ども医療費助成
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【
定
例
会
報
告
】

　

９
月
12
日
に
委
員
会
お
よ
び

決
算
審
査
分
科
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

議
案「
み
や
ま
市
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」は
、育
児
休
業
の
取
得
回
数

制
限
の
緩
和
や
、非
常
勤
職
員
の

子
の
出
生
後
８
週
間
以
内
の
育

児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩
和
、ま

た
、非
常
勤
職
員
の
子
が
１
歳
以

降
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
、取
得

の
柔
軟
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　

請
願「
職
業
差
別
や
偏
見
等
の

根
絶
を
求
め
る
請
願
」は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
関

連
し
、社
会
生
活
を
支
え
る
職
業

へ
の
敬
意
と
感
謝
を
忘
れ
ず
、職

業
差
別
的
な
言
動
お
よ
び
排
除

す
る
よ
う
な
行
為
を
行
わ
な
い

こ
と
に
つ
い
て
市
議
会
が
意
思
表

明
す
る
こ
と
。ま
た
、市
は
個
人

情
報
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、職
業

差
別
や
偏
見
等
の
根
絶
に
つ
な
が

る
よ
う
に
広
報
・
周
知
に
努
め
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

慎
重
審
査
の
結
果
、い
ず
れ
も

原
案
通
り
可
決
・
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、令
和
３
年
度
一

般
会
計
、国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
決
算
に
つ
い
て
所
管
の
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
会
報
告

総務常任委員会
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産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会
【
定
例
会
報
告
】

　

９
月
13
日
に
委
員
会
お
よ
び
決

算
審
査
分
科
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
案
「
み
や
ま
市
市
民
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」は
、総
合
市

民
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
コ
イ
ン

式
ユ
ニ
ッ
ト
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
料

を
、１
回
１
０
０
円
に
設
定
す
る

も
の
で
す
。

　

請
願
「
ゆ
た
か
な
学
び
の
実

現
・
教
職
員
定
数
改
善
を
は
か
る

た
め
の
、２
０
２
３
年
度
政
府
予

算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
請
願

に
つ
い
て
」は
、子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
学
び
や
学
校
の
働
き
方
改

革
を
実
現
す
る
た
め
に
、国
の
関

係
機
関
へ
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
も
慎
重
審
査
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
、採
択
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、令
和
３
年
度
一

般
会
計
ほ
か
３
特
別
会
計
決
算

に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、慎
重
に

審
査
し
ま
し
た
。

　

所
管
事
務
調
査
で
は
、令
和
５

年
４
月
に
開
校
す
る「
高
田
小
学

校
」建
設
工
事
の
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。現
在
の
進
捗
状
況
や

今
後
の
予
定
な
ど
の
説
明
を
受

け
、質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
定
例
会
報
告
】

　

９
月
14
日
に
委
員
会
お
よ
び

決
算
審
査
分
科
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

議
案「
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て
」は
、道
路
災
害
復
旧
工

事
に
伴
い
、そ
の
予
定
価
格
が
１

億
５
千
万
円
以
上
と
な
る
こ
と

か
ら
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札
を
実
施

し
た
結
果
、工
事
請
負
人
は「
鍋

田
・
ユ
ウ
キ
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体
」、請
負
金
額
は
１
億
４
３

３
８
万
２
８
０
０
円
で
、契
約
締

結
後
た
だ
ち
に
着
工
し
、令
和
５

年
３
月
25
日
の
完
成
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

慎
重
審
査
の
結
果
、全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、一
般
会
計
補
正
予
算

の
所
管
分
な
ど
に
つ
い
て
、慎
重

に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
分
科
会
で
は
、令
和
３
年

度
一
般
会
計
、下
水
道
事
業
の
決

算
、上
水
道
事
業
剰
余
金
の
処
分

及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、所

管
の
質
疑
を
行
い
審
査
し
ま
し

た
。

た
か

た
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タブレット端末導入特別委員会

職業差別や偏見等の根絶に関する決議

　

９
月
２
日
に
議
長
発
議
に
よ
り
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

議
会
運
営
等
の
効
率
化
や
自
然
環
境
に

配
慮
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
推
進
の
た
め
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を
検
討
す
る
特

別
委
員
会
で
す
。

　

今
後
の
主
な
協
議
事
項
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●
導
入
費
用
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
検
証

（
紙
で
の
議
会
運
営
費
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導

入
し
た
場
合
の
費
用
の
比
較
な
ど
）

●
導
入
時
期
の
検
討

●
機
種
の
選
定
、
導
入
数
の
検
討

●
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
す
る
項
目
の
洗
い
出
し

●
議
場
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備

●
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
規
定
の
策
定

●
条
例
等
の
改
正（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
対
応
）

　

執
行
部
と
も
協
議
し
な
が
ら
、
導
入
・

運
用
に
向
け
て
、
丁
寧
な
議
論
で
委
員

会
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　【
委
員
】

委
員
長　

上
津
原
博

副
委
員
長　

村
上
義
徳

委　
　

員　

奥
薗
由
美
子
、
吉
原
政
宏

　
　
　
　
　

荒
巻
隆
伸
、
中
島
一
博

 

八
女
市
議
会
へ
行
政
視
察

　

特
別
委
員
会
の
設
置
に
先
立

ち
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
検

討
に
向
け
、全
議
員
で
７
月
12

日
・
20
日
の
２
日
間
に
分
か
れ

て
、行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

八
女
市
議
会
で
は
す
で
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。視
察
で
は
、実
際

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
し
な
が

ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

　長引く新型コロナウイルス感染症により、市民生活や社会経済活動が大きな影響を受け、市民

は先の見えない不安を抱えた生活を余儀なくされている。

　こうした厳しい状況にありながらも、医療従事者をはじめ、介護・保育・福祉関係従事者、

土木・建築などのインフラ整備従事者、また公共交通や物流、販売事業者、さらには環境衛生

に携わる方々など、日々感染リスクに近接しながらも日夜献身的に精励されており、そのおかげ

で私たちの生命と安全安心な暮らしが支えられている。

　しかし残念ながら、憶測による誤った情報が拡散され、職業差別や偏見、誹謗中傷など、あっ

てはならない事例が発生しており、これらは人権擁護の観点からも断じて許すことはできない。

　本市議会は、新型コロナウイルス感染症のリスクと闘いながら、地域の生活基盤を支えるた

めに強い使命感をもって日々現場で懸命に職務を遂行されている全ての職業の方々に対し、感謝

と敬意を表するとともに、人権尊重の意識を市民と共有し、一体となってあらゆる職業差別や偏

見等の根絶を目指して取り組むものである。

　以上、決議する。

令和4年9月16日　みやま市議会
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SUP・・・「Ｓtand Up Paddleboard（スタンド
アップパドルボード）」の略称。ボードの上に立
ち、パドルを漕いで水面を進んでいく新感覚の
アクティビティ。

　今回は、神奈川県からみやま市に移住された

久保さんご夫妻にお話を伺いました。

　みやま市出身のご友人との出会いがきっかけ

で、みやま市を訪れるうちに、とても好きな場所

になったそうです。「きれいな景色と、おいしい

食べ物。何より移住の一番の決め手は人の温かさ

です」と、初対面でも散歩中に声をかけてもらう

ことが嬉しいと話されました。また、意気投合し

たご夫妻との素敵な出会いも。

　尚弥さんは、SUPのインストラクターとして

SUPを広めるため活動。身近に感じてもらおうと

SUP体験ができる「countryside98」も運営され

ています。一方、農作業の手伝いもされており、

「いろんなつながりの中で地元の方に親しくしても

らい、助けてもらいながら、周りの方のおかげで

楽しく過ごしています」と話されました。

　美子さんは移住コンシェルジュとして「一般社

団法人　有明月」で活動。「みやま市のことをもっ

と知り、良さを伝えていきたいです」とのこと。

　みやま市に来てしばらくは借家に住みながら家

を探し、現在の住まいを見つけることができたそう

です。「移住を考えるなら事前に何度か足を運び、

その地域のことを知っておくといいと思います」と

ご夫妻。移住をすすめるにあたっては、移住しや

すい環境や仕組みの必要性を改めて感じました。

　「お金では買えない、心豊かな毎日を過ごして

います」と話す久保さんご夫妻からは、みやま市

への愛情が伝わりました。

SUPインストラクター　久保　尚弥さん

移住コンシェルジュ　　　 　  美子さん

サップ く

－－－－－ 表 紙のひと －－－－－
ぼ ひさ や

よし こ

　

市
に
は
、
次
の
３
つ
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。

●
一
般
会
計

　

教
育
・
福
祉
や
道
路
・
公
園
の
整
備
な
ど
、

主
に
市
の
基
本
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
は
じ
め
と
す
る
行
政
運
営
を
行
う
会
計
で

す
。
市
税
な
ど
を
主
な
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

●
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
事
業
・
用
地
）

　

特
定
の
目
的
の
た
め
の
会
計
で
、
国
民
健

康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
特
定
の
収
入

が
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
切
り
離
し
て
、
そ

の
収
入
・
支
出
を
経
理
す
る
会
計
で
す
。

●
企
業
会
計
（
上
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
）

　

水
道
料
金
な
ど
事
業
の
収
入
を
主
な
財
源

と
し
、
独
立
採
算
制
に
よ
る
事
業
の
運
営
を

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
広

範
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
合
理
的
に
分
か

り
や
す
い
会
計
経
理
を
行
う
た
め
に
、
一
般

会
計
の
ほ
か
に
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
市
の
予
算
・
決
算
に
つ
い
て
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
・
決
算
審
査
特
別
委

員
会
で
審
査
し
ま
す
。

一
般
会
計
と
特
別
会
計

サップ

ありあけづき

カントリーサイド
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　僕の将来の夢は、検察官です。検察官の仕事は、

事件の真実を突き止めることです。きっかけ

は、「99.9」というドラマを見て、検察官の仕事に

興味をもったからです。

　将来は、検察官の仕事に一生懸命に取り組み、

平和で正義が通る世の中にしたいです。そのため

に今、2つのことを頑張っています。1つ目は、国語

の文章問題に取り組むことです。人の心や法律を

読み解くことに必要です。2つ目は、公正、公平な態

度です。だれにでも同じように接することを心がけ

ています。夢に向かって、少しずつ成長できるよう

に頑張ります。

　

我
が
家
に
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
毎
年
た

く
さ
ん
の
実
を
つ
け
る
柿
の
木
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
ま
た
美
味
し
そ
う
な
実
が
た
わ
わ
に
実

り
ま
し
た
。

　

秋
が
来
て
柿
の
実
を
見
る
と
中
学
時
代
の
国

語
の
先
生
か
ら
聞
い
た
俳
句
を
思
い
出
し
ま
す
。

『
復
員
す　

柿
む
く
妻
の　

手
の
震
う
』

　

戦
争
が
終
わ
り
、
愛
す
る
人
が
無
事
に
帰
っ

て
き
た
大
き
な
喜
び
と
安
堵
の
思
い
か
ら
、
柿

を
剥
く
手
が
震
え
て
い
た
ん
だ
ろ
う
と
先
生
の

解
説
。
今
で
も
思
い
出
す
た
び
に
と
て
も
切
な

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

２
月
か
ら
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
戦
争
は
、
す
で
に
半
年
を
過
ぎ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
戦
争
の
悲
惨
な
現
実
に
、
恐

怖
と
怒
り
と
悲
し
さ
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
入
り

混
じ
り
ま
す
。

　

愛
す
る
人
や
家
族
、
友
人
を
戦
い
の
場
に

送
っ
た
ロ
シ
ア
の
人
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
も
皆
、

早
急
の
終
戦
を
願
い
、
一
刻
も
早
く
無
事
に
帰
っ

て
き
て
ほ
し
い
と
祈
っ
て
お
ら
れ
る
に
違
い
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

黄
金
色
に
実
っ
た
田
ん
ぼ
道
を
散
歩
し
な
が

ら
、
豊
か
な
穀
倉
地
帯
で
あ
る
ロ
シ
ア
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
一
日
も
早
く
平
和
な
日
々
が
訪
れ
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
て
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

編
集
委
員
長　

中
尾　

眞
智
子

編
集
委
員

委
員
長　

中
尾
眞
智
子

副
委
員
長　

吉
原　

政
宏

委
員　
　

河
野　

一
仁

委
員　
　

村
上　

義
徳

委
員　
　

奥
薗
由
美
子

委
員　
　

宮
本　

五
市

《
次
回
定
例
会
》

12
月
6
日（
火
）

　
　  

開
会
予
定

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

中
継
・
録
画
を
配
信

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
や
ま
市
議
会
」
の

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大江小学校　6年

菅原  漣さん
はら れんすが

将来の夢

聞かせて! あなたの夢
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